
13:00 開会挨拶

菅野 純（日本学術会議連携会員・国立医薬品食品衛生研究所客員研究員・名誉職員）

講演 座長 姫野 誠一郎 （日本学術会議連携会員・昭和大学薬学部客員教授）

13:10「出生体重と子どもの神経発達の関係」

市川 剛 （獨協医科大学・医学部 講師）

13:40「自閉スペクトラム症の環境要因」

松﨑 秀夫（福井大学 子どものこころの発達研究センター 教授）

14:10「自閉症と統合失調症の疫学」

土屋 賢治（浜松医科大学・子どものこころの発達研究センター 特任教授）

休憩 14:40〜14:50

14:50「ゲノム解析に基づいたASD/SCZの研究」

尾崎 紀夫 （日本学術会議会員・第二部幹事 名古屋大学大学院・医学系研究科 教授）

15:20「アセフェート経口投与によるマウスの情動認知行動影響」

種村 健太郎 （東北大学大学院・農学研究科 教授）

15:50「AUTS2遺伝子と脳神経発達、そして精神疾患」

星野 幹雄 （国立精神・神経医療研究センター神経研究所・病態生化学研究部 部長）

休憩 16:20〜16:30

16:30〜17:10

パネルディスカッション 座長：菅野 純

パネリスト：

各講演者

関野 祐子（日本学術会議連携会員·東京大学大学院薬学系研究科ヒト細胞創薬学寄付講座特任教授）

姫野 誠一郎

17:10〜17:20 閉会の辞

平井みどり （日本学術会議連携会員・神戸大学名誉教授）

主催：日本学術会議・毒性学分科会
（薬学委員会・食料科学委員会・基礎医学委員会合同）

共催：日本毒性学会

場所：オンライン
参加：無料

子どもの毒性学

日本学術会議 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/318-s-0219.html,  日本毒性学会 http://www.jsot.jp/conference/notice.html
連絡先：「子供の毒性学」シンポジウム事務局 scj-tox@vetmed.hokudai.ac.jp

QRをクリックすると
登録サイトに飛びます。

子供の高次脳機能への化学物質曝露影響の把握に関わる
臨床、応用および基礎科学の現状と展望

日本学術会議公開シンポジウム

日時：令和4年2月19日（土）
13:00～17:20

https://hokudai.webex.com/hokudai/j.php?RGID=r29e403bbcaebd50dbb832400ab656766


日本学術会議公開シンポジウム 子どもの毒性学 

子供の高次脳機能への化学物質曝露影響の把握に関わる、臨床、応用および基礎科学の現状

と展望 

日時 2022/2/19（土）13:00～17:20 

開催地 オンライン開催

対象 どなたでも参加いただけます。 

定員 なし 

主 催：日本学術会議薬学委員会・食料科学委員会・基礎医学委員会合同毒性学分科会 

共 催：日本毒性学会 

後 援：日本生命科学アカデミー 

開催趣旨 

種々の統計データにより、自閉スペクトラム症（ASD）の症例数が増加し、逆に統合失調症

（SCZ）の新規症例は減少していることが示されています。自閉症スペクトラム症は、連続した

虹色の様に少しずつ違った症状を呈する症例の集合として自閉症を広く捉える考え方ですが、

実は、SCZ の症例もスペクトラム症と言ってよいほど様々な症状を呈します。若い SCZ 症例

に ASD が合併している症例も報告され、ASD と SCZ には関連性がある事が指摘されてい

ます。近年、遺伝子レベルでも ASD と SCZ の関連性に関する研究が進んでいます。ASD と

関連が深い Auts2 という遺伝子が、ASD だけでなく、脳の発達に重要な遺伝子として注目

されており、この遺伝子が SCZ の一部の症例に関係することも報告されています。Auts2

遺伝子を改変したマウスが ASD 症例の症状と関連した異常行動を示すこと、さらに、アセフ

ェートなどの神経を標的とする化学物質をマウスに与えた時に、Auts2 遺伝子の発現が影響

され、行動異常が起こるというデータも得られております。 

以上の事を総合すると、ASD 症例の増加と SCZ 症例の減少という状況は、「ASD は３歳ご

ろまでに診断されるのに対して、SCZ は 20 歳ごろに初診となることが多いので、ASD 症例

のなかに従来なら 20 歳になって SCZ として診断されたであろう症例が含まれていて、３歳

時からの種々の手当の成果として SCZ の新規症例数が減少した」のではないか、という可能

性が出てきます。これと同時に、「それでも ASD 症例数と SCZ 症例数の総和」は増加してい

るかという問題が生じます。化学物質の環境曝露が ASD 増加に寄与している可能性を示唆

する情報も蓄積していますが、この可能性はやはり高いのか、それとも遺伝的要因と診断基準

の変遷と、教育現場などの社会的な要因などのみで説明がつくのか、あるいは、両方なのかと

いう問題でもあります。 

これらの問題は学際的学問である「毒性学」の立場からとても重要な意味を持っています。そ

こで、本企画の契機の一つとなった文科省の統計、 ASD と SCZ の診断基準等の変遷と症



例数の関係、Auts2 遺伝子など分子生物学的な ASD 及び SCZ の解析の現状と展望、化学

物質の曝露を含む環境要因の影響（エピジェネティクス効果を含む）、等について、それぞれの

研究分野の専門家によるシンポジウムを企画いたしました。多数のご参加をお待ちいたしてお

ります。 

 

プログラム 

13:00 開会挨拶 

菅野純（日本学術会議連携会員・国立医薬品食品衛生研究所客員研究員・名誉職員） 

講演 座長 姫野誠一郎（日本学術会議連携会員・昭和大学薬学部客員教授） 

13:10「出生体重と子どもの神経発達の関係」 

市川剛（獨協医科大学・医学部講師） 

13:40「自閉スペクトラム症の環境要因」 

松﨑秀夫（福井大学子どものこころの発達研究センター教授） 

14:10「自閉症と統合失調症の疫学」 

土屋賢治（浜松医科大学・子どものこころの発達研究センター特任教授） 

休憩 14:40～14:50 

14:50「ゲノム解析に基づいた ASD/SCZ の研究」 

尾崎紀夫（日本学術会議会員・第二部幹事名古屋大学大学院・医学系研究科教授） 

15:20「アセフェート経口投与によるマウスの情動認知行動影響」 

種村健太郎（東北大学大学院・農学研究科教授） 

15:50「AUTS2 遺伝子と脳神経発達、そして精神疾患」 

星野幹雄（国立精神・神経医療研究センター神経研究所・病態生化学研究部部長） 

休憩 16:20～16:30 

16:30～17:10 

パネルディスカッション座長：菅野純 

パネリスト： 

関野祐子（日本学術会議連携会員・東京大学大学院薬学系研究科ヒト細胞創薬学寄付

講座特任教授） 

姫野誠一郎 

17:10～17:20 閉会の辞 

平井みどり（日本学術会議連携会員・神戸大学名誉教授） 
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